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東
京
農
業
大
学
図
書
館
に
は
、
造
園
関
連
の
貴
重
書

が
数
多
く
登
録
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
内
の
三
件
は
図
書
館

Ｈ
Ｐ
「
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
で
、
電
子
画
像
デ
ー

タ
に
変
換
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
件
共
に
、
そ
の
原
本
が
秋
里
籬
島
の
手
に
な
る
江

戸
時
代
の
版
本
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
そ
の
内
の
二
つ
『
都

林
泉
名
勝
図
会
』
（
み
や
こ
り
ん
せ
ん
め
い
し
ょ
う
ず
え

：
一
七
九
九
、
五
巻
六
冊
）
、
と
『
石
組
園
生
八
重
垣

伝
』
（
い
し
ぐ
み
そ
の
う
や
え
が
き
で
ん
：
一
八
二
七
、

乾
坤
・
二
巻
）
を
紹
介
し
た
（第
十
・十
一
号
）
。 

今
回
と
次
回
で
は
残
り
の
一
つ
『
築
山
庭
造
伝 

前
篇

・
後
篇
』
（
つ
き
や
ま
て
い
ぞ
う
で
ん
／
つ
き
や
ま
に
わ
づ

く
り
で
ん
、
一
八
二
八
、
六
冊
）
を
、
二
回
に
別
け
て
紹

介
し
た
い
。 

本
文
紹
介
に
先
立
ち
、
二
つ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
が
あ
る
。 

ま
ず
第
一
に
、
『
築
山
庭
造
伝
』
と
い
う
書
名
の
本
が

江
戸
時
代
に
二
つ
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
も
の

は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
、
北
村
援
琴
が
著
し
て
い

る
。
そ
し
て
次
は
そ
の
九
三
年
後
の
文
政
十
一
年
（
一
八

二
八
）
、
今
度
は
秋
里
籬
島
が
北
村
援
琴
著
『
築
山
庭

造
伝
』
に
、
自
身
の
文
章
を
追
加
再
編
し
て
『
築
山
庭
造

伝 

前
篇
』
（
上
中
下 

三
巻
）
と
し
、
秋
里
が
執
筆
編
纂

し
た
『
築
山
庭
造
伝 

後
篇
』
（
上
中
下 

三
巻
）
を
加
え
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た
前
・
後
篇
六
巻
セ
ッ
ト
も
の
で
あ
る
。 

次
に
第
二
と
し
て
、
東
京
農
業
大
学
図
書
館
が
所
蔵

し
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
『
築
山
庭
造
伝
』
は
、
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
の
和
綴
じ
の
復
刻
版
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
復
刻
版
だ
が
、
既
に
百
年
の
年
月
を
経
よ
う
と

し
て
い
る
。 

   

『
築
山
庭
造
伝
』
、
後
に
前
篇
と
称
さ
れ
る
も
の
の
元

本
は
、
北
村
援
琴
著
・
藤
井
重
好
画
に
よ
っ
て
、
自
序
享

保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
版
行
さ
れ
て
い
る
。
後
年
、

北
村
援
琴
著
『
築
山
庭
造
伝
』
の
元
本
自
体
が
、
『
築
山

庭
造
伝 

前
篇
』
と
取
り
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る

が
、
秋
里
に
よ
る
再
版
の
内
容
は
若
干
異
な
り
こ
ち
ら

の
ほ
う
が
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
秋
里
の
版
は
中
巻

と
下
巻
の
後
半
部
分
が
追
補
と
な
って
い
る
。 

 

農
大
図
書
館
の
貴
重
図
書
書
誌
情
報
の
解
説
に
は
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
本
書
は
庭
園
を
造
る
場
合
の
工
案
方
式
を
示
し
た

も
の
で
築
山
、
池
の
規
格
、
山
水
真
景
の
模
写
、
庭
面

の
陰
陽
、
樹
石
の
配
置
、
苔
蘚
の
生
植
、
金
魚
の
育
養

或
は
枯
死
せ
ん
と
す
る
松
を
活
か
す
方
法
或
は
草
木

に
結
実
を
多
く
さ
せ
る
方
法
、
そ
の
他
種
樹
◆
挿
等

凡
そ
百
余
件
、
書
中
に
図
を
挿
入
し
て
あ
る
等
誠
に

懇
切
に
書
か
れ
て
あ
り
良
心
的
な
書
物
と
い
え
よ

う
。 

本
学
図
書
館
に
蔵
す
る
も
の
は
大
正
七
年
の

復
刻
版
で
前
篇
上
、
中
、
下
、
後
篇
上
、
中
、
下
、
の

六
冊
か
ら
な
って
い
る
」 

 

本
の
大
き
さ
は
縦
約
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
著
者
で
あ
る
北
村
援
琴
に
つ
い
て

は
詳
細
不
明
で
あ
り
、
こ
の
『
築
山
庭
造
伝
』
で
の
み
知

ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。 

北
村
の
元
本
の
内
容
は
庭
づ
く
り
に
必
要
な
事
項
を

七
三
項
目
に
ま
と
め
て
目
録
（
目
次
）
を
つ
け
上
巻
に
記

述
し
、
中
下
巻
は
主
に
図
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の

図
の
数
は
四
三
例
で
、
著
名
な
庭
園
の
図
と
各
種
の
庭

相
図
で
あ
る
。
一
方
の
秋
里
の
版
は
図
だ
け
の
元
版
に

文
章
項
目
を
追
加
し
て
い
る
。
中
巻
に
十
八
項
目
、
下

巻
に
十
二
項
目
、
合
計
二
十
項
目
に
わ
た
り
実
務
的
な

内
容
を
補
強
し
て
い
る
。 

 

北
村
援
琴
著
『
築
山
庭
造
伝
』
が
出
版
さ
れ
た
享
保

二
十
年
（
一
七
三
五
）
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
将
軍

在
職
一
七
一
六
～
一
七
四
五
）
の
治
世
時
代
で
あ
り
、

江
戸
時
代
中
期
に
い
た
り
庭
園
文
化
が
華
や
い
だ
頃
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
大
名
庭
園
の
多
く
が
こ

の
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
し
、
こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
一

般
市
民
に
開
放
さ
れ
た
公
共
の
庭
園
的
空
間
も
造
ら

れ
た
。
桜
を
植
え
て
花
見
に
供
し
た
隅
田
堤
、
飛
鳥

山
、
小
金
井
堤
の
よ
う
な
公
共
の
園
地
（
今
で
言
う
公

園
）
な
ど
で
あ
り
、
現
在
の
墨
田
公
園
、
飛
鳥
山
公
園
、

小
金
井
公
園
に
一
部
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

造
園
古
書
に
詳
し
い
飛
田
範
夫
（
一
九
八
四
）
は
「
『
築

山
庭
造
伝
』
は
『
嵯
峨
流
庭
古
法
秘
伝
之
書
』
を
ま
と
め

た
上
に
、
実
際
的
な
庭
つ
く
り
の
工
法
を
説
明
し
、
名

園
の
ス
ケ
ッ
チ
図
と
理
想
と
す
る
庭
園
図
を
付
け
る
と
い

う
画
期
的
な
方
法
で
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」

（
注
一
）
と
す
る
。
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
る
『
嵯
峨
流
庭
古
法

秘
伝
之
書
』
と
は
室
町
時
代
頃
に
成
立
し
た
作
庭
書

で
、
一
ツ
書
文
章
に
規
範
と
な
る
庭
の
姿
図
一
点
を
添

え
た
も
の
で
、
写
本
と
し
て
江
戸
時
代
中
期
ま
で
に
も

数
多
く
の
異
本
が
見
ら
れ
る
（
注
二
）
。 

  
 

本
書
の
巻
頭
に
は
「
築
山
山
水
庭
造
伝
叙
」と
し
て
序

文
が
載
る
。
序
で
は
我
国
の
「
山
水
」
（
庭
園
）
の
起
源
と

し
て
、
「
本
朝
に
お
い
て
は
文
徳
天
皇
南
殿
の
御
庭
の
山

水
は
太
政
大
臣
良
房
公
の
御
作
也
」
と
、
庭
園
と
作
者

（
こ
こ
で
は
藤
原
良
房
）
を
一
緒
に
記
述
し
つ
つ
、
「
宇
多

院
の
山
水
」
な
ど
皇
族
の
邸
宅
、
「
東
山
の
山
荘
」
の
山

水
、
そ
し
て
嵯
峨
天
龍
寺
及
び
西
芳
寺
等
の
庭
は
夢
窓

国
師
の
作
と
し
て
、
庭
と
作
庭
者
が
高
尚
・
高
貴
で
あ
る

こ
と
を
印
象
づ
け
る
。 

 

続
い
て
、
「
天
竺
に
て
は
悉
多
太
子
・
・
・
」
と
出
家
前
の

太
子
で
あ
っ
た
釈
迦
を
引
き
合
い
に
出
す
。
大
王
が
王

宮
を
出
た
が
る
太
子
を
留
め
る
た
め
に
、
宮
殿
の
四
方

（
東
南
西
北
）
に
春
夏
秋
冬
の
山
を
造
っ
た
が
、
こ
れ
が

彼
の
地
の
山
水
（
庭
園
）
の
始
ま
り
で
あ
る
と
、
仏
陀
と
の

関
係
を
強
調
す
る
。
こ
れ
を
模
し
て
我
国
で
は
鳥
羽
離

宮
の
四
面
に
四
季
の
山
を
作
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
時

代
を
経
て
今
で
は
そ
こ
に
は
秋
の
山
し
か
残
っ
て
い
な
い

が
、
後
に
相
阿
弥
と
い
う
人
が
古
法
の
ご
と
く
東
山
慈

○
北
村
援
琴
『
築
山
庭
造
伝
』
（
一
七
三
五
、
享
保
二
十
） 

○
北
村
援
琴
『
築
山
庭
造
伝
』
序
文 
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照
寺
銀
閣
寺
の
庭
、
ま
た
は
大
徳
寺
大
仙
院
の
庭
な
ど

を
作
った
と
続
く
。 

 

そ
し
て
、
以
上
の
文
章
を
受
け
る
形
で
、
「
今
こ
こ
に
往

古
達
人
の
教
え
を
始
に
記
し
、
次
に
所
々
勝
景
の
庭
の

図
を
摸
（
う
つ
）
し
、
此
道
を
好
み
給
わ
ん
人
の
便
り
と

な
し
侍
る
な
り
。
」と
結
ん
で
い
る
。 

つ
ま
り
、
こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
名
園
を
作
っ
た
高
貴

な
人
々
（
往
古
達
人
）
の
教
え
を
文
章
に
整
理
し
（
上

巻
）
、
優
れ
た
景
色
を
も
つ
名
園
の
図
を
掲
載
し
て
（
中
・

下
巻
）
、
庭
づ
く
り
を
好
む
人
の
便
宜
を
図
る
、
と
い
う

こ
と
の
前
触
れ
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

な
お
、
序
文
著
名
は
「
洛
下 

北
村
援
琴
斎
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
京
都
に
て
記
す
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
ち

な
み
に
、
中
・
下
巻
に
収
め
ら
れ
た
庭
園
図
の
具
体
的
事

例
は
京
都
周
辺
の
庭
で
あ
る
。 

    

上
巻
に
は
北
村
援
琴
が
整
理
し
た
庭
づ
く
り
の
心

得
、
七
三
項
目
が
文
章
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
項

目
見
出
し
に
番
号
は
無
い
が
、
便
宜
的
に
こ
こ
で
は
番

号
を
付
し
て
解
説
す
る
。 

 

ま
ず
、
第
一
項
「
山
水
作
り
や
う
法
式
」
の
内
容
を
見

て
み
よ
う
。
こ
の
項
は
「
庭
づ
く
り
の
基
本
」
と
で
も
言
え

る
が
、
三
つ
の
基
本
に
整
理
し
て
い
る
。
興
味
深
い
内
容

な
の
で
、
そ
の
概
要
を
三
区
分
に
従
い
読
下
し
て
解
釈
し

て
み
た
い
。 

 

〔
読
下
し
一
〕
庭
づ
く
り
の
第
一
に
は
、
地
形
を
ど
う

す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
地
形
に
よ
っ
て
庭
の
様
子
を
決

め
、
石
を
立
て
草
木
を
植
え
て
景
色
を
表
す
。
こ
の
現

地
形
を
見
て
作
る
庭
を
思
い
描
く
た
め
に
は
、
普
段
か

ら
景
勝
地
に
足
を
運
び
、
そ
の
概
要
を
紙
に
写
し
描

き
、
試
み
と
し
て
胸
中
で
そ
の
姿
を
思
い
描
い
て
み
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
積
む
と
自
然
と
巧
み
に

な
る
。
た
だ
し
、
景
色
を
全
て
写
し
と
ろ
う
と
す
る
と
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
る
、
そ
こ
で
景
色
を
望
み
見
る
方
法

で
あ
る
庭
坪
地
形
の
古
法
（
左
に
記
す
）
を
参
考
に
す
べ

き
で
あ
る
。
以
上
が
築
山
第
一
の
伝
で
あ
る
。 

 

〔
解
釈
一
〕
こ
の
第
一
の
伝
は
、
敷
地
の
地
形
・
有
様
が

ま
ず
重
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
石
や
草
木
で
庭
を
形
づ

く
る
が
、
そ
れ
に
は
景
勝
地
に
習
っ
て
作
る
庭
を
思
い
描

く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
景
勝

地
の
概
要
を
紙
に
写
す
こ
と
を
手
早
く
す
る
た
め
の
、

景
色
を
望
み
見
る
方
法
が
あ
り
そ
れ
が
「
庭
坪
地
形
の

古
法
」
に
よ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
確
か
に
本
書
中
に
「
景
地

を
望
み
見
て
写
し
よ
う
の
事
」
と
「
庭
坪
の
地
形
の
事
」
と

い
う
項
目
が
あ
る
。 

 

〔
読
下
し
二
〕
第
二
に
は
、
立
石
の
吉
凶
、
草
木
を
植

え
る
所
の
善
し
悪
し
を
旨
と
し
（
左
に
記
す
）
、
立
石
の

据
え
方
、
組
み
方
こ
れ
は
極
秘
事
項
で
あ
る
。
（
左
に
記

す
）
た
と
え
狭
い
庭
で
も
、
優
れ
て
高
い
山
を
築
き
、
大

き
な
滝
を
落
下
さ
せ
、
大
海
の
景
を
現
す
手
段
は
、
た

だ
水
石
の
用
い
方
に
あ
る
。
以
上
が
築
山
第
二
の
伝
で

あ
る
。 

〔
解
釈
二
〕
第
二
の
伝
は
石
を
据
え
る
場
所
・
草
木
を

植
え
る
場
所
の
重
要
性
を
、
吉
凶
・
善
悪
と
し
て
掲
載

す
る
こ
と
、
ま
た
石
の
据
え
方
・
組
み
方
の
極
秘
事
項
も

載
せ
る
こ
と
に
触
れ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
第
二
項
以

降
第
八
項
ま
で
が
「
三
忌
五
禍
の
石
の
事
」
「
二
祥
三
吉

と
い
う
事
」
「
面
（
お
も
て
）
に
植
ざ
る
草
木
の
事
」
「
蓬
莱

島
に
橋
を
か
け
ざ
る
事
」
「
本
所
離
別
と
い
う
事
」
「
冬
木

枯
木
面
前
に
植
ざ
る
事
」
「
平
野
の
事
」
「
山
水
遠
近
の

事
」な
ど
が
続
き
、
石
や
草
木
の
配
置
・
配
植
の
し
て
は
い

け
な
い
事
を
中
心
に
項
目
立
て
解
説
し
て
い
る
。 

 

〔
読
下
し
三
〕
第
三
に
真
行
草
の
格
式
に
よ
って
庭
の
景

趣
を
考
え
る
。
そ
れ
は
庭
の
地
形
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は

な
く
、
大
体
、
木
石
を
配
し
庭
の
景
趣
を
心
の
中
で
考

え
て
初
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
平
庭
の
な
か
に
そ
こ

か
し
こ
に
石
を
据
置
き
、
自
然
の
巧
み
を
現
す
こ
と
が

庭
づ
く
り
の
極
意
で
あ
る
。 

 

い
か
に
模
様
ど
り
を
面
白
く
し
て
様
々
な
景
色
が
あ
っ

て
も
、
趣
が
拙
く
形
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
築
山
の
真

の
意
味
が
な
く
、
そ
れ
を
造
ら
せ
る
主
人
の
心
ま
で
あ

さ
ま
し
く
思
わ
れ
る
。
世
の
中
の
全
て
の
物
に
は
こ
と
ご

と
く
縁
が
あ
る
。
文
字
に
熟
字
縁
字
あ
り
、
言
葉
に
熟

語
縁
語
が
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
定
理

で
あ
り
、
こ
れ
に
背
く
事
を
離
別
と
い
う
。
今
新
し
く
物

を
造
り
だ
す
時
、
心
し
て
考
え
な
け
れ
ば
こ
の
縁
が
切

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ゆ
え
に
庭
を
造
る
際
に
は
模
様
だ

け
に
気
を
つ
け
て
、
縁
不
縁
の
区
別
も
な
く
、
不
注
意
に

木
石
を
並
べ
る
事
は
良
く
な
い
。
こ
の
事
は
数
多
く
の
書

○
第
一
項
「
山
水
作
り
や
う
法
式
」
に
示
さ
れ
る 

庭
づ
く
り
の
基
本 
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籍
に
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
大
綱
を
示
し
て
お
く
。

以
上
が
築
山
第
三
の
伝
で
あ
る
。 

こ
の
他
に
も
口
伝
（
秘
伝
）
が
あ
る
が
こ
の
三
つ
以
上
の

も
の
で
は
な
い
。
よ
く
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

〔
解
釈
三
〕
第
三
の
伝
は
、
真
行
草
の
格
式
に
よ
っ
て

庭
の
景
趣
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
続
く
文
章
中
に
こ
の
庭
づ
く
り
に
お
け
る
真
行
草
の

具
体
的
な
意
味
や
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
説
明
の

中
で
は
「
庭
の
景
趣
を
心
の
中
で
考
え
て
初
め
て
で
き
る

こ
と
」
「
自
然
の
巧
み
を
現
す
こ
と
が
庭
づ
く
り
の
極
意
」

「
世
の
中
の
全
て
の
物
に
は
こ
と
ご
と
く
縁
が
あ
る
」
「
心

し
て
考
え
な
け
れ
ば
こ
の
縁
が
切
れ
る
恐
れ
」
な
ど
具
体

性
に
欠
け
て
い
て
、
庭
の
景
趣
を
考
え
る
に
重
要
な
真

行
草
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
が
、
な
ぜ
か
こ
こ
で
は
明

確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
江
戸
時
代
中
期
当
時
の

感
覚
で
は
「
真
行
草
の
格
」
は
一
般
常
識
で
あ
った
か
。 

さ
て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
真
行
草
」
、
本
書
中
で
は
こ

の
他
で
三
箇
所
に
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
三
項
目
は

「
築
山
不
相
応
の
事
」
「
山
に
あ
る
石
の
名
の
事
」
「
庭
坪

地
形
之
図
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
真
行
草
そ
の
も
の
に
対

す
る
解
説
は
「
築
山
不
相
応
の
事
」
の
項
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
項
は
第
九
項
に
当
た
り
、
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま

で
は
第
二
の
伝
に
対
応
し
た
内
容
で
あ
り
、
そ
の
次
に

登
場
す
る
。 

し
か
し
、
そ
の
解
説
は
「
築
山
、
立
石
に
は
真
行
草
の

古
法
が
あ
る
。
昔
に
相
阿
弥
が
作
成
し
た
図
式
を
み
て

学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
今
出
版
さ
れ
世
の
中
に
出
回
っ
て
い

る
の
で
本
書
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。
」
と
し
て
、
肝
心
の
図

式
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
し
か
し
あ
な
が
ち

図
式
の
ご
と
く
庭
を
作
る
の
は
よ
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、

古
法
を
見
て
作
意
の
も
と
に
石
を
立
て
る
べ
き
」
と
も
記

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
出
版
さ
れ
世
に
出
回
っ
て
い
る
相

阿
弥
作
成
の
図
式
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
注
三
）
。
時

代
状
況
か
ら
考
え
て
『
嵯
峨
流
庭
古
法
秘
伝
之
書
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
図
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

ち
な
み
に
、
第
十
項
は
「
築
山
泉
水
比
喩
の
事
」
と
し

て
公
武
農
商
の
家
々
と
仏
者
寺
院
等
の
庭
と
は
分
け
て

考
え
、
そ
の
上
で
人
々
の
好
み
に
従
う
べ
き
と
い
っ
た
内

容
で
あ
る
。
続
く
第
十
一
・
十
二
項
は
第
一
の
伝
と
対

応
す
る
「
景
地
を
望
み
見
て
写
し
よ
う
の
事
」
「
庭
坪
の

地
形
の
事
」
で
あ
る
。 

  

本
書
中
で
も
文
章
量
の
多
い
項
目
で
あ
る
。
景
勝
地

の
見
方
、
写
生
の
仕
方
が
内
容
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、

正
面
よ
り
真
中
の
景
を
見
て
上
中
下
に
見
渡
し
、
今
度

は
左
右
に
視
野
を
移
し
て
同
じ
よ
う
に
上
中
下
と
見
渡

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
立
つ
も
の
か
ら
写
し
て
い
く
。
山

峰
滝
谷
等
も
上
中
下
の
模
様
を
写
し
、
湖
海
川
沢
池

等
も
向
こ
う
岸
・
中
ほ
ど
・
手
前
の
岸
と
、
い
ず
れ
も
三

段
に
景
を
取
る
べ
き
、
だ
と
い
う
。 

こ
の
写
生
方
法
は
前
景
・
中
景
・
遠
景
を
意
識
し
、
左

右
の
視
野
も
中
心
視
野
と
左
右
の
視
野
と
に
三
区
分
し

て
と
ら
え
る
、
と
い
う
視
覚
原
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
ま
た

自
然
景
勝
地
の
縮
景
再
現
と
い
え
る
庭
づ
く
り
の
た
め
に

相
応
し
い
景
観
把
握
法
と
い
え
よ
う
。 

  

上
巻
冒
頭
の
第
一
項
「
山
水
つ
く
り
や
う
法
式
」
や

第
十
一
項
「
庭
坪
地
形
之
図
」
に
触
れ
ら
れ
る
図
自
体

は
巻
末
近
く
に
掲
載
さ
れ
、
第
十
二
項
か
ら
は
庭
づ
く

り
の
禁
忌
事
項
と
吉
祥
事
項
の
説
明
、
主
題
で
あ
る
庭

園
の
各
構
成
要
素
の
配
置
や
そ
の
構
成
。
そ
し
て
「
真
の

山
水
に
仏
菩
薩
の
御
名
を
配
当
す
る
事
」
「
九
品
の
次

第
」
「
仏
菩
薩
御
名
の
事
」
の
項
で
一
区
切
り
と
な
る
が
、

こ
の
三
項
目
に
関
連
し
て
は
見
開
き
頁
に
わ
た
る
「
仏
菩

薩
の
御
名
配
当
之
図
」が
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

図
は
山
容
と
汀
線
そ
し
て
石
組
で
描
画
し
た
も
の

で
、
組
石
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
菩
薩
の
名
前
が
記
さ
れ
る
。

図
の
中
央
上
に
見
え
る
三
つ
の
石
の
上
に
は
中
央
に
「
大

日
三
尊
」
、
左
に
「
釈
迦
尊
」
、
右
に
「
弥
陀
三
尊
」
と
あ

り
、
そ
の
下
の
三
石
組
の
石
に
は
中
央
「
弥
陀
仏
」
、
左

「勢
至
」、
右
「観
音
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
現
在
も
良
く
知
ら
れ
る
三
尊
石
組
を
表
す

が
、
こ
う
し
て
全
て
の
石
に
仏
等
の
名
前
を
付
し
た
石

組
は
古
庭
園
に
見
ら
れ
る
が
、
現
在
の
庭
づ
く
り
で
は

あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
自
然
石
や
石

組
を
仏
に
見
立
て
た
り
、
そ
の
他
様
々
な
も
の
に
見
立

て
る
こ
と
は
現
在
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
続
く
「
五
大

配
当
の
事
」
は
庭
に
地
水
火
風
空
と
い
う
五
大
を
配
当

す
べ
き
と
の
説
明
で
あ
る
。 

○ 

第
一
の
伝
「
景
地
を
望
み
見
て
写
し
よ
う
の
事
」 

○
『
築
山
庭
造
伝
』
上
巻
の
主
た
る
内
容
概
観 

○
『
築
山
庭
造
伝
』
上
巻
の
主
た
る
内
容 
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さ
て
、
次
が
や
は
り
長
文
説
明
と
な
る
「
山
水
を
愛

す
る
心
得
の
事
」
で
あ
る
。
本
書
中
で
も
第
一
項
に
次
ぐ

文
章
量
を
も
つ
。 

そ
の
内
容
は
「
夢
想
国
師
の
い
わ
く
」
で
始
ま
る
が
、
ほ

ぼ
同
じ
内
容
が
夢
窓
疎
石
が
質
問
に
答
え
た
書
『
夢
中

問
答
』
（
夢
窓
疎
石
、
一
三
四
四
）
の
中
に
あ
る
。
庭
（
山

水
）
造
り
は
よ
い
こ
と
か
、
悪
い
こ
と
か
と
い
う
質
問
へ
の

答
え
で
。
略
記
す
る
と
、
庭
を
造
り
、
愛
す
る
人
に
は
三

種
類
あ
り
第
一
は
、
自
分
の
庭
が
他
と
ち
が
う
こ
と
を

自
慢
す
る
人
や
、
希
少
な
石
や
め
ず
ら
し
い
草
木
を
集

め
た
豪
華
な
庭
を
愛
す
る
人
、
第
二
は
、
庭
の
あ
る
べ
き

姿
に
目
覚
め
て
い
て
、
常
日
頃
か
ら
庭
に
癒
し
や
救
い
を

求
め
て
愛
す
る
人
、
第
三
は
、
山
河
、
大
地
、
草
木
、
瓦

や
石
、
み
な
す
べ
て
自
分
と
と
も
に
あ
る
と
信
じ
、
庭
の

泉
石
草
木
の
四
季
に
変
わ
る
景
色
を
工
夫
す
る
人
で
あ

り
、
三
番
目
の
人
こ
そ
庭
造
り
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
す

る
。
『
築
山
庭
造
伝
』
は
こ
れ
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ

る
。 

 

続
い
て
の
「
山
水
の
在
所
に
性
を
し
る
事
」
「
相
生
相
克

の
事
」
は
五
行
（
木
火
土
金
水
）
の
組
合
せ
と
庭
の
方
位

と
の
関
係
の
相
性
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
次
か
ら
は
「
石
を

畳
む
と
い
ふ
事
」
と
し
て
石
組
の
基
本
的
な
心
得
か
ら
、

様
々
な
庭
づ
く
り
の
大
事
小
事
の
心
得
と
実
務
的
知
恵

を
項
目
立
て
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
遠
方
の
景
を
我
庭
前

へ
う
く
る
法
」
「
石
燈
篭
置
様
の
事
」
「
金
魚
を
養
う
法
」

「松
の
植
よ
う
の
事
」な
ど
で
あ
る
。 

 

巻
末
に
は
、
「
庭
坪
地
形
之
図
」
そ
し
て
「
石
燈
篭
の

図
」
「
中
興
石
燈
篭
之
図
・
手
洗
水
鉢
之
図
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
庭
坪
地
形
之
図
に
あ
る
よ
う
な
庭
園

が
、
日
本
各
地
に
見
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
石
燈

篭
も
そ
し
て
手
水
鉢
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
形
が
整

理
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
な
ぜ
か
現
在
最
も
一
般
的
な
春

日
形
石
燈
篭
（春
日
燈
篭
）
は
こ
こ
に
は
な
い
。 

   

仏菩薩の御名配当之図

 

庭坪地形之図 

石燈篭の図 
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中
巻
に
は
十
八
の
庭
園
図
、
下
巻
に
は
二
五
図
が
見

開
き
の
図
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

各
々
図
に
は
そ
の
庭
の
体
を
現
す
題
目
と
、
そ
の
簡
単

な
解
説
。
そ
し
て
具
体
的
な
庭
園
名
の
三
つ
が
文
章
と

し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
巻
第
一
に
掲
載
さ

れ
る
式
法
之
庭
は
「
高
明
純
一
体
」
と
名
づ
け
ら
れ
て

「
風
景
け
た
か
く
君
子
の
徳
あ
る
す
が
た
」
と
解
説
さ
れ

た
「
妙
心
寺
大
通
院
庭
」
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
庭

の
姿
は
現
存
し
な
い
。 

こ
の
後
は
、
三
井
寺
上
光
院
庭
、
同
善
法
院
庭
、
同

光
浄
院
庭
、
大
徳
寺
芳
春
院
庭
、
西
六
条
河
口
屋
庭
、

東
山
長
楽
寺
庭
、
遍
照
心
院
庭
な
ど
当
時
実
在
し
た

庭
を
載
せ
る
。
そ
し
て
、
「
典
麗
静
深
体 

き
れ
い
に
し

て
奥
ふ
か
き
す
が
た
」
の
庭
図
、
「
写
意
無
窮
体 

意
（
こ

こ
ろ
）
を
こ
め
て
景
色
窮
（
き
わ
ま
り
）
な
き
す
が
た
」
と

す
る
図
を
載
せ
、
「
葉
室
西
芳
寺
庭 

惣
体
は
夢
窓
国

師
作
也
」
「
会
秀
儲
真
体 

神
仙
の
住
居
の
ご
と
く
ひ
い

で
た
る
景
」と
西
芳
寺
（
苔
寺
）
庭
園
を
登
場
さ
せ
る
。 

中
巻
は
続
い
て
、
題
名
解
説
な
し
で
「
東
山
慈
照
院 

銀
閣
寺
の
庭
」
、
そ
の
次
に
図
中
に
「
鏡
湖
池
」
と
示
さ
れ

る
図
が
続
く
。
こ
の
図
は
鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
の
庭
だ
が
、

な
ぜ
か
題
名
解
説
、
庭
園
名
も
無
い
。
続
い
て
法
式
之

庭
と
し
て
小
庭
を
三
例
、
そ
し
て
茶
人
庭
二
例
載
せ
る

が
、
そ
の
一
つ
は
「
北
野
松
林
寺 

金
森
宗
和
作
」
で
あ

る
。 こ

の
内
、
現
存
す
る
の
は
三
井
寺
光
浄
院
、
大
徳
寺

芳
春
院
、
東
山
長
楽
寺
、
西
芳
寺
、
銀
閣
寺
、
金
閣
寺

の
庭
で
あ
る
。 

○
『
築
山
庭
造
伝
』
中
巻
・
下
巻
の
庭
園
図 

式法之庭 高明純一体 風景けたかく君子の徳あるすがた 妙心寺大通院庭 
仏菩薩の御名配当之図と見比べると庭の構図がよく似ていて、式法之庭の意味がわかる 

東山慈照院 銀閣寺の庭  現在みられる白川砂による盛砂、 
向月台（こうげつだい）と銀沙灘（ぎんしゃだん）は描かれていない。 

中興石燈篭之図・手洗水鉢の図 
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下
巻
は
誓
願
寺
竹
林
院
庭
、
本
国
寺
中
勧
持
院
庭

に
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
体
を
も
つ
庭
の
図
を
ち
り
ば
め

な
が
ら
、
当
時
の
庭
園
と
し
て
は
、
大
龍
寺
辻
子
光
徳

寺
庭
、
誓
願
寺
中
長
仙
院
庭
、
丸
山
貞
阿
弥
庭
（
相
阿

弥
作
）
、
清
水
成
就
院
庭
、
大
徳
寺
大
仙
院
庭
（
相
阿

弥
作
）
、
壬
生
地
蔵
院
庭
、
そ
し
て
巻
末
最
後
の
図
を

「委
曲
詳
明
体 

嵯
峨
天
龍
寺
庭 

夢
窓
国
師
作
」
で
締

め
く
く
る
。 

 

こ
れ
ら
の
図
の
内
で
は
、
清
水
寺
成
就
院
、
大
徳
寺
大

仙
院
、
天
龍
寺
庭
園
が
今
に
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。 

  

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
本
の
内

容
は
、
そ
れ
以
前
室
町
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
『
嵯
峨
流
庭
古
法
秘
伝
之
書
』
を
整
理
し

て
、
図
版
を
加
え
庭
づ
く
り
に
役
立
て
た
も
の
だ
っ
た
。

中
に
は
「
山
水
を
愛
す
る
心
得
の
事
」
と
し
て
、
当
時
で

は
四
百
年
前
、
現
在
か
ら
は
六
百
七
十
年
程
前
の
室
町

時
代
の
初
め
頃
の
『
夢
中
問
答
』
（
夢
窓
疎
石
、
一
三
四

四
）
の
内
容
を
手
本
に
し
て
い
た
。
こ
の
心
得
は
今
も
納

得
で
き
る
も
の
な
の
で
、
日
本
の
庭
園
文
化
の
奥
深
い
歴

史
を
感
じ
る
。 

そ
し
て
、
九
三
年
後
の
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）秋

里
籬
島
が
こ
の
『
築
山
庭
造
伝
』
に
、
自
身
の
文
章
を
追

加
し
て
『
築
山
庭
造
伝 

前
篇
』
と
し
、
さ
ら
に
自
著

『築
山
庭
造
伝 

後
篇
』を
加
え
る
。 

実
は
、
江
戸
時
代
ま
で
に
は
様
々
な
造
園
書
、
作
庭

書
が
流
布
し
て
い
た
。
最
初
が
十
一
・
十
二
世
紀
頃
成

立
の
『
作
庭
記
』
で
、
版
本
最
後
の
江
戸
時
代
の
書
が
秋

里
籬
島
『
築
山
庭
造
伝 

前
篇
・
後
篇
』
（
一
八
二
八
）
で

あ
る
。
そ
の
後
百
年
以
上
に
わ
た
り
、
こ
の
北
村
と
秋
里

の
本
が
江
戸
、
明
治
・
大
正
時
代
を
通
じ
て
作
庭
に
関

沈雄厚壮体 すくやかにしてしほらしき あしらいあるすがた 誓願寺 竹林院庭
この姿の庭は現在の竹林院には見られない。 

○
『
築
山
庭
造
伝
』
そ
れ
以
前
と
そ
の
後
の
影
響 

 

形制厳整体 庭のかたちおごそかにしてただしきすがた 大徳寺大仙院庭 相阿弥作 
現在もほぼ同じような庭の景色が見られる。 

典雅温淳体 庭のていゆたかにのどやかなるすがた 清水成就院庭 
中央中島の池畔、橋の傍らにある「烏帽子岩」は位置は異なるが現在も庭中に見られる。 
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わ
る
造
園
書
の
主
流
を
占
め
、
そ
れ
は
東
京
農
業
大
学

図
所
館
所
蔵
の
復
刻
版
『
築
山
庭
造
伝
』
に
ま
で
続
く
。

復
刻
版
が
出
版
さ
れ
た
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
前
後

を
含
め
、
そ
れ
以
降
の
話
は
次
号
『
築
山
庭
造
伝 

後

篇
』
を
語
る
中
で
記
す
こ
と
に
す
る
。 

  

注
釈 

一 

飛
田
範
夫
（
一
九
八
四
）
、
造
園
古
書
の
系
譜
、

造
園
雑
誌
四
七
（
五
）
、
五
四 

二 

飛
田
、
五
三-

五
四
『
嵯
峨
流
庭
古
法
秘
伝
之

書
』
は
『
山
水
並
野
形
図
』
の
影
響
は
受
け
て
い
る
も
の
の

短
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
庭
つ
く
り
の
骨
格
と
し
て
地
割

図
を
示
し
て
、
場
所
に
合
わ
せ
て
真
、
行
、
草
と
簡
略
化

す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
た
め
か
、
人
気
が
あ
っ
て
多
く
の

写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
も
写

本
が
っ
く
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
『
山
水
可
致
抄
』
、

『
相
阿
弥
築
山
山
水
伝
』
、
『
築
山
山
水
伝
』
、
『
築
山
庭

造
伝
』
、
『
庭
坪
築
形
伝
』
、
『
築
山
染
指
録
』
の
中
に
も

多
く
の
説
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

三 

上
原
敬
二
『
築
山
庭
造
伝 

前
篇 

解
説
』
、
加

藤
書
店
、
一
九
七
五
、
二
十 

 

造
園
科
学
科 

教
授 

鈴
木
誠 

   

          

           

融化渾成体 

ゆるやかにして景にとどこほりなきすがた 

のびやかで自然な姿の良い庭景色が描かれている。 

委曲詳明体 

 山谷滝池等のあしらいくはしくあざやかなるすがた 

嵯峨天龍寺庭 夢窓国師作 

図の中央には水落ちる滝が描かれるが現在は枯滝。 
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明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
五
月
、
育
英
黌
か
ら
農

業
科
が
独
立
し
、
東
京
農
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
東
京

農
業
大
学
初
代
学
長
の
横
井
時
敬
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
と

し
て
、
新
た
に
「
農
学
博
士
沢
村
真
氏
を
聘
し
て
教
頭

と
な
し
、
大
い
に
校
制
を
改
革
し
た
。
全
く
当
時
の
学
校

の
状
態
と
い
う
も
の
は
お
話
に
な
ら
ぬ
位
で
あ
った
」
と
述

べ
て
い
る
。
藁
葺
き
屋
根
の
掘
立
小
屋
が
校
舎
で
あ
っ
た

時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
当
時
は
ま
だ
農

学
博
士
と
い
う
学
位
は
な
く
、
明
治
三
一
年
の
学
位
令

に
よ
っ
て
林
学
、
獣
医
学
な
ど
と
並
び
、
初
め
て
農
学
博

士
の
学
位
が
認
め
ら
れ
た
。
沢
村
が
農
学
博
士
と
な
る

の
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
一
月
の
こ
と
で
あ

る
。 

 

沢
村
真
は
、
横
井
時
敬
の
同
郷
の
後
輩
で
あ
る
。
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
六
月
一
〇
日
、
肥
後
国
飽
託
郡
花

園
村
字
井
芹
（
現
熊
本
市
）
に
、
熊
本
藩
士
沢
村
有
無

の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
郷
里
の
学
塾
で
漢
学
、
英
語

等
を
学
ん
だ
あ
と
、
東
京
に
遊
学
し
、
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）
七
月
、
東
京
農
林
学
校
農
学
科
を
二
期

生
と
し
て
首
席
で
卒
業
し
た
。
同
級
に
は
、
沢
村
の
後

任
と
し
て
東
京
農
学
校
教
頭
と
な
る
豊
永
真
里
（
の
ち

農
学
博
士
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
助
教
授
、
朝

鮮
総
督
府
中
央
試
験
所
長
、
京
城
工
業
専
門
学
校
長
）

が
い
た
。
東
京
農
林
学
校
は
、
駒
場
農
学
校
と
東
京
山

林
学
校
が
合
併
し
て
で
き
た
学
校
で
、
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
に
は
帝
国
大
学
に
併
合
さ
れ
帝
国
大
学

農
科
大
学
と
な
った
。 

 

東
京
農
林
学
校
卒
業
後
、
文
部
省
に
奉
職
、
明
治
二

六
年
（
一
八
九
三
）
、
高
知
県
農
学
校
長
と
な
り
、
同
県

技
師
試
補
、
簡
易
農
学
校
長
を
経
て
、
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
七
月
、
石
川
県
農
学
校
長
に
転
じ
た
。
八

月
、
同
県
技
師
、
高
等
官
六
等
、
さ
ら
に
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
か
ら
は
農
科
大
学
附
属
の
農
業
教
員
養

成
所
嘱
託
・
講
師
と
し
て
家
畜
飼
養
学
、
農
業
経
済
学

な
ど
を
担
当
し
た
。
農
業
教
員
養
成
所
は
、
の
ち
東
京

農
業
教
育
専
門
学
校
を
経
て
、
戦
後
、
東
京
教
育
大
学

農
学
部
と
な
り
、
現
在
の
筑
波
大
学
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
、
横
井
時

敬
が
農
業
教
員
養
成
所
の
主
事
（
実
質
的
な
所
長
）
を

退
任
す
る
と
、
沢
村
が
後
任
の
主
事
と
な
った
。 

 

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
、
東
京
帝
国
大
学

農
科
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
翌
三
六
年
に
提
出

し
た
学
位
論
文
「
蚕
軟
化
病
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
り
、

農
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
明
治
三
九
年
（
一

九
〇
六
）
、
文
部
視
学
官
を
兼
任
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
は
私
費
で
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
留
学
、
同

年
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
国
際
栄
養
会
議
に
日
本
委
員

と
し
て
出
席
し
た
。
翌
年
六
月
に
帰
国
す
る
と
、
一
一

月
に
は
農
科
大
学
教
授
に
昇
格
し
、
農
芸
化
学
第
三

講
座
を
担
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一

三
）
、
文
部
省
督
学
官
を
兼
任
し
た
。
大
正
一
五
年
（一

九
二
六
）
三
月
、
定
年
退
官
、
同
年
八
月
、
東
京
帝
国

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
一
月
四
日
、
逝
去
。
享
年
六
七
歳
。
死
去

に
際
し
て
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
勲
三
等
旭
日
中
綬

章
を
授
与
さ
れ
た
。
嗣
子
の
沢
村
康
は
、
九
州
帝
国
大

学
農
学
部
教
授
で
、
農
政
学
者
で
あ
った
。 

 

こ
の
間
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
〇
月
か
ら
東

京
農
学
校
商
議
員
と
な
り
、
東
京
高
等
農
学
校
商
議

員
、
東
京
農
業
大
学
商
議
員
を
経
て
、
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
財
団
法
人
東
京
農
業
大
学
監
事
、
さ
ら

に
同
年
か
ら
逝
去
の
日
ま
で
財
団
法
人
東
京
農
業
大

学
評
議
員
を
務
め
た
。
ま
た
、
大
日
本
農
会
と
の
関
係

で
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
以
来
、
常
議
員
、
参

事
、
理
事
を
務
め
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
一
月
に

は
理
事
長
、
翌
年
三
月
に
は
副
会
頭
に
就
任
し
、
逝
去

に
際
し
て
は
、
紅
白
綬
名
誉
章
を
贈
ら
れ
て
い
る
。 

 

沢
村
真
と
言
え
ば
、
納
豆
菌
の
研
究
で
有
名
で
、
明
治

三
九
年
（
一
九
〇
六
）
、
東
京
の
糸
引
き
納
豆
か
ら
納

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
七
） 

―
納
豆
菌
の
発
見
者
・
沢
村 

真
― 



10 

 

豆
菌
を
初
め
て
分
離
し
、Bacillus natto Saw

am
ura

と
名

付
け
た
。
納
豆
菌
の
研
究
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
』
（
一
九

四
二
年
）
は
、
農
芸
化
学
第
三
講
座
設
置
当
時
、
「
我
が

学
界
に
は
食
品
及
び
消
化
又
は
栄
養
に
関
す
る
こ
と

は
、
未
だ
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
教
授
沢

村
真
は
、
つ
と
に
国
民
保
健
上
、
食
物
と
栄
養
に
関
す
る

知
識
開
拓
の
必
要
な
る
こ
と
を
痛
感
し
て
、
こ
れ
が
研

究
に
着
手
し
（
中
略
、
そ
の
）
業
績
は
、
実
に
我
が
国
の

食
糧
並
び
に
国
民
の
栄
養
問
題
に
対
す
る
学
術
的
基
礎

を
確
立
し
た
」と
評
価
し
て
い
る
。 

 

 

国
際
食
料
情
報
学
部
長 

友
田
清
彦     

  

  

東
京
農
業
大
学
の
学
祖
で
あ
る
、
榎
本
武
揚
公
が
隕

鉄
で
作
っ
た≪

流
星
刀≫

。
昨
年
、
森
美
術
館
の
宇
宙

と
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
で
お
披
露
目
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
世
界
的
に
も
有
名
な

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
天
野
喜
孝
氏
が
、
こ
の≪

流
星
刀≫

を
擬
人
化
し
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
『
流
星
刀
』
を
制
作
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
大
切
に
す
る
天
野

氏
は
、
通
常
複
製
は
一
切
作
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
特

別
に
み
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー

「
実
学
の
杜
」
に
て
展
示
を
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。
展
示
期
間
は
８
月
上
旬
ま
で
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、≪

流
星
刀≫

の
実
物
の
展
示
も
企

画
中
で
す
。 

 

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 

東
京
農
業
大
学 

 
 

 
 

 

図
書
館 

大
学
史
資
料
室 

〒
１
５
６-

８
５
０
２ 

東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
１-

１-

１ 

電
話 : 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ: 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
４
６ 

 

本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

 

展示風景：「宇宙と芸術展：かぐや姫、ダ・ヴィンチ、 
チームラボ」森美術館、2016年 

撮影：木奥恵三賢 
写真提供：森美術館 

 

『流星刀』ドローイング 

流
星
刀 

文藝部部長として、部員にかこまれて。 
大正 11 年 大学部本科卒業アルバム より 


